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D基地周辺

D基地周辺の流線の断面図

直近集落の井戸
↓

井戸に到達する水はD基地の深度
40m程度の火山噴出物中を流動

D基地周辺から深度方
向に浸透する水は無い

鉛直方向に２倍に拡大して表示

 D基地内及び周辺の地下水モニタリング
 D基地付近の地下水の動き
 D基地付近で浸透した降雨は、地形に沿って表層土壌内を流下し、表流水となって大湯沼側、ニセコ
アンベツ二号川に流れる（第6回委員会での20m格子の解析）

 D基地内及び周辺の噴出物について、周辺水域への浸透流下の影響を検討する目的で、D基地周辺の
追加の地下水解析を検討する

 地下水の解析計画
 D基地周辺の解析を平面的に細分化し5m格子とする（地形データ5m格子）
 地盤の透水係数、吸着性能の解析パラメータの調査として、観測井戸の揚水試験、吸着性能試験等
を提案する

対象地下水
標高630m付近
（深度10m以浅）

 TN

流線の標高
[TP.m]

ニセコアンベツ二号川へ
大湯沼へ

D基地周辺150m×150m
標高630m付近

D基地付近から出発する流線（20m格子の解析）

・D基地周辺の150m×150m範囲の
GL-1mを通過する流線を示す

・表流水になったところで流速が速く
なり、流線を追えなくなる

地下水モニタリング
の検討位置

（追加が必要な場合
のイメージ）

＜B-1＞
5.0m

＜B-2＞
11.5m

 地盤の吸着性能を加味した三次元解析は、理論
上は実行可能なものの、実態と合わない場合に
多くの確認工数（および手戻り過程）を要する
場合があるため、平面二次元解析、断面二次元
解析など必要十分な解析方法とすることも考え
られる



 水文地質に関する解析パラメータ
 地質分布と地下水流動状況
 シャクナゲ岳・ニセコアンヌプリ・チセヌプリの火山噴
出物の上位に泥流堆積物が分布し、その上位にニトヌプ
リ・イワオヌプリの火山噴出物が分布する

 火山噴出物は、一般的に割れ目が多く、透水性が大きい
と考えられる。このため、地下水は各火山噴出物を帯水
層として流動していると考えられる。泥流堆積物は、粘
性土を含み透水性は小さいと考えられる

 透水係数は、地質調査結果と3次元水循環解析の設定値
を踏まえて検討・設定する
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透水性大

透水性小

透水性大

透水性小出典：『「ニセコ地域地熱発電の資源量調査事業」調査井掘削時の取水に要する水文調査業務報告書』に加筆

解析領域
(分水界)

dt



y = 0.3775ln(x) + 1.5609
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03-12_75cm土壌の吸着等温線(As)

Q＝1.5C^0.31
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 土壌の地盤特性に関する解析パラメータ

04-13地点（深度50～100cm）
粘土混じりシルト

掘削井戸

03-12
08-13

04-13

吸着性能試験対象土壌：
D基地近辺平坦部

試験種別 溶出量試験
項目
基準値
採取年 2025 2025 2025

土壌0-10cm 310 0.20 5.5
土壌10-20cm 300 0.088 5.2
土壌20-30cm 260 0.042 4.9
土壌50cm 63 0.002 4.6
土壌75cm 23 <0.001 4.8
土壌100cm 40 <0.001 4.8
土壌0-10cm 300 0.053 3.6
土壌10-20cm 82 0.034 5.8
土壌20-30cm 49 0.008 5.1
土壌50cm 29 0.002 4.9
土壌75cm 17 <0.001 4.9
土壌100cm 16 <0.001 5.2
基準値 150 0.01 ―

03-12
地点

04-13
地点

-
地点

全含有量試験

砒素 砒素 溶出液pH
150 0.01

吸着性能試験対象

砒素の挙動推定と予察される吸着性能
 深度方向の土壌の砒素濃度は、30cmまでの腐植土質シルトでは全
含有量、溶出量ともに、環境基準値不適合相当の砒素が確認され
るが、30cm以深の粘土混じりシルトでは全含有量および溶出量が
減少している

 細粒分が多い土壌ほど砒素の吸着量が増加することから、粘土混
じりシルトでは砒素の吸着現象が発生している可能性があること
から、04-13地点の粘土混じりシルトを吸着性能試験に供し、地
盤特性を評価した

 分配係数は1.5～2.2L/gを示した

溶出液作成源：
流路沿い噴出物

発生源土壌 噴出物の混合材
吸着材 03-12_75cm
測定項目 砒素

項目 ｐＨ 電気伝導率 砒素 ブランク差分 吸着量 吸着率
吸着材[g]：試験
液[mL]

水100[mL]に対す
る材の量[g]

- mS/m mg/L mg/L mg/g %

0：100 0 5.0 9.9 2.48 - - -
0.01：100 0.010 5.0 9.8 2.27 0.2100 2.10 8%
0.05：100 0.050 5.0 9.8 1.65 0.8300 1.66 33%
0.1：100 0.10 5.0 9.8 1.01 1.4700 1.47 59%
0.5：100 0.50 4.8 10.0 0.083 2.3970 0.48 97%
1：100 1.0 4.7 10.3 0.036 2.4440 0.24 99%
5：100 5.0 4.6 10.6 0.012 2.4680 0.05 100%

砒素

分配係数＝フィッティング曲線の傾き
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 参照データ一覧
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ファイル名 文書名 内容

①硫化水素ガス周辺測定 事業者測定（GX-3R）自動測定

②第6回 審議資料 大気硫化水素 ６. 噴出による急性および慢性の人健康影響
(大気シミュレーション) 大気シミュレーション結果（硫化水素）

③風向風速データ（爆発的噴出期）
硫化水素最大濃度の発生日予測で使用した。
局地数値予報モデルGPV(LFM)のLFM計算格子点のうち、採掘井戸に
最も近い地点（東経140.6度 北緯42.88度）

④水道・温泉水 事業者分析結果
（別途作成する評価書では分析条件や計量証明等を示す）

⑤平成24 年度陰膳サンプルを用いた食事中
の砒素

平成24 年度陰膳サンプルを用いた化学物質・汚染物質の
分析調査報告書(平成25 年3 月)日本食品安全センター
食品安全委員会

北海道民の食事中の砒素濃度

⑥宅地土壌分析結果 土壌溶出量・含有量試験結果一覧 分析業者作成計量証明書

⑦第6回 審議資料 噴出物 ５．噴出による汚染範囲と濃度（土壌） 噴出物、堆積物等分析結果をまとめたもの
（別途作成する評価書では分析条件や計量証明等を示す）

⑧第6回 審議資料 大気砒素 ６.１ 噴出による急性および慢性の人健康影響
（大気シミュレーション） 大気シミュレーション結果（砒素）

⑨化粧品等のリスク評価について顔経由
化粧品等のリスク評価について平成24 年10 月11 日薬
事・食品衛生審議会医薬品等安全対策部会安全対策調
査会

顔に付着した水溶液等の曝露評価手法

➉第6回 審議資料 タケノコ ５．噴出による汚染範囲と濃度（植物） 事業者分析結果
（別途作成する評価書では分析条件や計量証明等を示す）

⑪どんな山菜をどのくらい食べているかを調査す
る _ FRECC+（フレックプラス） 福島から地
域と環境の未来を考えるWEBマガジン

どんな山菜をどのくらい食べているかを調査する _ FRECC+
（フレックプラス） 福島から地域と環境の未来を考える
WEBマガジン
（国立環境研）

山菜の摂取量（1シーズン300ｇ）の根拠

⑫粉じん実測 事業者分析結果
（別途作成する評価書では分析条件や計量証明等を示す）

⑬温泉利用のいろは2-5_p_39 ⑬温泉利用のいろは（環境省） 一日の温泉水の摂取量（500ml)の根拠

⑭S04周辺_砒素濃度（期間平均値） 流路付近の大気シミュレーション結果（粉じん）
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 生態系への影響の評価方針
前提条件
 蒸気噴出による生態系への影響を把握するには、噴出前の状況や自然要因による生態系
の構成要素の変動を考慮する必要がある

課題
 蒸気噴出前の生態系への影響を把握できる環境情報は少なく、噴出直後の情報も得られ
ていない

対応策
 そこで、以下に示す３つの目的で蒸気噴出後の変化を定期的にモニタリングすることで、
どの程度環境変化が推移しているかを確認する

噴出物の飛散
による影響

砒素等に
よる影響

● (1)距離に
　よる影響

噴出箇所からの離隔距離に応じた植物、哺乳類（ネズミ
類）、鳥類、昆虫類の生息・生育状況の比較

● (2)砒素の
　蓄積

噴出箇所とその他地域における哺乳類（ネズミ類）、
魚類、水生昆虫に蓄積した砒素の比較

● (3)既存調査
　との比較

蒸気噴出前の環境影響調査（植物、鳥類、魚類、底生動
物）との出現種、重要種、樹木影響度の比較

想定する影響因子
目 的 モニタリング内容

第2回委員会審議資料より再掲
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 生態系モニタリング調査項目・調査時期
 「噴出箇所からの距離による影響」・「砒素の蓄積」・「既存資料との比較」の３つの目的で調査を構成
 「距離による影響」は、植物相、植生、展葉状況、哺乳類（ネズミ類）、鳥類相、昆虫類相について、噴出箇所からの

100 ｍごとの離隔に応じた調査を実施
 「砒素の蓄積」は、哺乳類（ネズミ類）、魚類相、水生昆虫相に着目した調査を実施
 「既存資料との比較」は、植物相、植生、樹木影響度、鳥類相、魚類相、水生昆虫相、甲殻類の調査を実施

※ 距離：距離による影響、砒素：砒素の蓄積、比較：既存調査との比較

距離 砒素 比較
植物相
重要種の分布

● 夏 噴出～約500m 目視確認 種数・重要種等 18コドラート

● 夏 噴出箇所周辺 群落組成調査 被覆率・優占種等 3コドラート

● 夏 噴出～約500m 群落組成調査 植被率・噴出物等 18コドラート
樹木影響度 ● 夏 噴出箇所周辺 目視確認 影響度を５段階評価 R5調査立木の追跡
展葉状況 ● 春・夏 噴出～約500m 全天空写真・目視確認 開空率・展葉状況 林道・18コドラート

● 噴出～約500m シャーマントラップ 種数・個体数 18コドラート

● 1km以遠（対照区） 肝臓から砒素分析 砒素濃度 対照区9コドラート

● 噴出～約500m 定点調査（録音機） 種数 18コドラート
噴出箇所周辺・ ラインセンサス 3ライン
過年度調査範囲 定点調査 3定点

昆虫類 昆虫類相 ● 夏 噴出～約500m
ピットフォールトラップ・
ライトトラップ・任意採集

種数・個体数・優占種等 18コドラート

● 捕獲調査 種数・個体数・優占種等 3地点

● 肝臓から砒素分析 砒素濃度 3地点・対照区1地点

● 定量調査・定性調査 種数・個体数・優占種等 3地点

● 個体から砒素分析 砒素濃度 3地点・対照1地点

甲殻類 ● 夏
ニセコアンベツ二号川・
その他支沢

捕獲調査 分布状況 4地点+住民情報1地点

種数・個体数・優占種等

魚類 魚類相 夏
ニセコアンベツ二号川・
同水系河川（対照区）

動物

哺乳類 ネズミ類 夏

鳥類 鳥類相
初夏

（5～6月）

底生
動物

水生昆虫相 夏
ニセコアンベツ二号川・
同水系河川（対照区）

備考

植物

植物相
春・夏・秋 噴出箇所周辺 目視確認

その他生物も記録
（両生類等）

項目 時期 調査地区 調査方法 調査項目

植生

調査目的（※）

●

●

第4回委員会審議資料より再掲
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 2024年調査結果の総括

 「距離による影響」・「砒素の蓄積」・「既存調査との比較」という３つの目的で
「植物相・植生・樹木影響度・展葉状況・哺乳類（ネズミ類）・鳥類相・昆虫類
相・魚類相・水生昆虫相・甲殻類」のモニタリングを実施

距離による影響
 植物相（種数）・植生（植被率）・展葉状況（開空率）・昆虫類（種数）は噴出と
の関連性が考えられる

 ネズミ類・鳥類相は離隔距離に応じた特徴はみられない

砒素の蓄積
 ネズミ類は噴出箇所付近で砒素濃度が高く噴出との関連性が考えられる
 魚類・水生昆虫の砒素濃度は河川底質との関連性はみられない

既存資料との比較
 植物相・植生は噴出前後の変化はみられない（重要種のうちヒメイチゲは未確認）
 樹木影響度は噴出箇所付近での回復傾向がみられないことから、噴出との関連性が
考えられる

 鳥類相・魚類相・水生昆虫相・甲殻類は噴出前後の変化はみられない

8第5回委員会審議資料より再掲



参考資料：生態系調査
 2025年調査結果の総括

 「距離による影響」は白濁水流路を含む南側・東側のコドラートを追加し植物相・植
生・展葉状況・ネズミ類・鳥類相・昆虫類相、「砒素の蓄積」はネズミ類・魚類・水生
昆虫、「既存調査との比較」は植物相（ヒメイチゲ）・樹木影響度のモニタリングを実
施

 追加調査として堆積物除去試験とダケカンバの葉中砒素濃度の分析を実施
距離による影響
 噴出箇所付近で植被率が低く展葉が少ないことから、噴出との関連性が考えられる
 植物相・ネズミ類・鳥類相・昆虫類相は離隔距離に応じた特徴はみられない
砒素の蓄積
 噴出箇所付近と白濁水流路沿いでネズミ類肝臓中砒素濃度が高いことから、噴出との関
連性が考えられる

 魚類・水生昆虫の砒素濃度は、河川底質との関連性はみられない
 St.2およびSt.3で河川底質の砒素全含有量が高いのは、ニセコアンベツ三号川の影響と
考えられる

既存資料との比較
 植物相は噴出前後の変化はみられない（重要種ヒメイチゲを確認）
 噴出箇所付近で樹木影響度の回復がみられないことから、噴出との関連性が考えられる
追加調査
 ダケカンバの葉中砒素濃度が生育状態に与える影響は不明 

9
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 経過報告
第2回委員会（24/3/29）意見
 生態系に係る委員の助言、現地視察を踏まえ実施計画を策定する
 魚類の砒素分析は、肝臓と可食部をわけて分析する

第3回委員会（24/8/29）意見
 対照区位置の変更は問題ない
 分析は、砒素、カドミウム、鉛、水銀を実施する（ネズミ類・魚類・底生動物）

第4回委員会（24/12/25）意見
 距離による影響（植物等）・砒素の蓄積（ネズミ類）では噴出との関連性が考え
られる

 生態系への影響は単年度では判断できないため、モニタリングを継続する
 次年度は、「河川の底質の地点数を追加」「噴出影響のない地域の魚類の砒素分
析を追加」「白濁水流路箇所を追加」した調査を行うことが望ましい

第5回委員会（25/3/27）意見
 2025年生態系モニタリング計画について了承される
 ダケカンバの葉に含まれる砒素濃度を把握する

10

2024年調査

第5回委員会参考資料より再掲
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 経過報告
現地視察会（25/5/27-28）意見
 東側および南側の計13コドラート位置について確認
 ダケカンバの葉に含まれる砒素濃度調査箇所について15箇所で実施
 魚類調査の対照区（3箇所）について確認
 河川底質採取箇所（St.5）で水生昆虫の捕獲と砒素濃度分析を実施
 河川底質採取は、各箇所で3サンプル採取し砒素濃度を分析
 下層植生の堆積物除去試験を実施

第6回委員会（25/12/26）意見
 距離による影響（植被率）・砒素の蓄積（ネズミ類）は噴出との関連性が考えられ、モ
ニタリングの継続が必要である

 砒素の蓄積（魚類）は河川底質との関連性はないが、リスク評価（人健康影響）として
調査を継続する

 展葉が無いダケカンバは、生枯判断のための新たなモニタリング基準が必要である

第7回委員会までの取り組み
 2025年昆虫類相調査結果のとりまとめ
 第6回委員会の意見を踏まえ2026年生態系モニタリング調査計画（案）を策定

2025年調査
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 距離による影響 ⇒ 昆虫類相：確認科・種数
調査区別の昆虫類類確認科・種数（2025年）

調査区

科数 種数 -400m -300m -200m -100m 0m 100m 200m 300m 400m 500m

1 カゲロウ 2 3 0科 0種 1科 1種 1科 1種 0科 0種 1科 2種 1科 1種 1科 1種 1科 1種 0科 0種 0科 0種

2 トンボ 1 4 1科 1種 0科 0種 0科 0種 1科 3種 1科 3種 1科 1種 0科 0種 0科 0種 1科 1種 0科 0種

3 ハサミムシ 1 1 0科 0種 0科 0種 0科 0種 0科 0種 1科 1種 0科 0種 0科 0種 0科 0種 0科 0種 0科 0種

4 カワゲラ 3 3 0科 0種 0科 0種 0科 0種 1科 1種 2科 2種 1科 1種 0科 0種 1科 1種 1科 1種 0科 0種

5 バッタ 3 3 0科 0種 0科 0種 1科 1種 1科 1種 0科 0種 1科 1種 0科 0種 0科 0種 1科 1種 0科 0種

6 チャタテムシ 5 6 3科 3種 3科 3種 3科 4種 3科 4種 3科 3種 4科 4種 1科 1種 2科 2種 1科 1種 2科 2種

7 カメムシ 12 23 9科 11種 3科 3種 5科 7種 5科 5種 7科 10種 6科 8種 4科 5種 5科 5種 5科 5種 4科 5種

8 ヘビトンボ 2 2 0科 0種 0科 0種 0科 0種 0科 0種 1科 1種 0科 0種 0科 0種 0科 0種 1科 1種 0科 0種

9 アミメカゲロウ 3 13 1科 3種 2科 2種 3科 4種 2科 2種 2科 2種 3科 7種 2科 3種 4科 4種 3科 3種 3科 6種

10 シリアゲムシ 1 1 1科 1種 1科 1種 1科 1種 1科 1種 0科 0種 1科 1種 1科 1種 1科 1種 1科 1種 1科 1種

11 トビケラ 11 23 6科 7種 5科 5種 1科 1種 5科 5種 6科 7種 6科 7種 6科 6種 7科 7種 8科 10種 5科 5種

12 チョウ 26 174 12科 43種 14科 56種 14科 46種 16科 50種 17科 70種 14科 53種 12科 37種 10科 32種 16科 54種 15科 67種

13 ハエ 33 74 9科 9種 12科 14種 16科 21種 15科 19種 23科 35種 18科 29種 18科 30種 16科 27種 18科 25種 17科 22種

14 コウチュウ 41 127 19科 33種 20科 27種 15科 26種 19科 34種 20科 38種 18科 30種 14科 24種 14科 28種 19科 30種 19科 34種

15 ハチ 16 35 6科 6種 4科 8種 4科 7種 6科 8種 5科 13種 6科 12種 7科 9種 6科 6種 4科 9種 3科 4種

合計 15目 160科 492種 67科 117種 65科 120種 64科 119種 75科 133種 89科 187種 80科 155種 66科 117種 67科 114種 79科 142種 69科 146種

No. 目名
全体
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 2025年流路沿い調査の方法
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D基地

ニ
セ
コ
ア
ン
ベ
ツ
２
号
川

大湯沼

S02

S04

S06

S08

S10

S12
S14

S16
S18

N01
N03

E02 E04 E06
E08

流路N･E
（東側･北側）

流路S
（南側）

：基地外噴出物回収範囲(2023年)

馬
場
川

＜調査目的＞
 噴出時に白濁水が基地の外へ流出※しており、この流

路沿いに汚染が懸念されることから、リターと土壌を
採取して分析する

 面的かつ網羅的な格子設定調査に、流路沿いの調査を
追加することで、当地の汚染状況を包括的に把握する

＜調査対象＞
 噴出時の状況よりD基地の東側/北側と南側の2方向の

流路沿い土壌
＜調査方法＞
 流路の中心線を設定し50m間隔で採取位置を配置する
 上記の位置において流路に対して直交方向に2.5ｍと

5mの位置にも採取位置を配置する
＜分析結果＞
 噴出物やリターは全含有量・溶出量とも高い傾向がある
 土壌は深度方向に全含有量・溶出量は低減傾向がある
 流下方向の全含有量・溶出量の変化傾向は不明瞭
※噴出発生から4日間、流路N･E方向に自然流下させてい
た。基地内に濁水処理設備が整った後に、流路Sに向けて
15日間の流下をおこなった。最終的にはパイプラインを設
けて下流側基地まで移送する体制となった。
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 流路N･E結果：砒素全含有量
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D基地
ニ
セ
コ
ア
ン
ベ
ツ

２
号
川

N01
N03

E02 E04 E06
E08

 調査概要と分析結果
 流路中心と流路端部の全含有量の差は不明瞭
 リターの全含有量は噴出物や土壌と比較して高い
 土壌は表層から深部に向けて全含有量が低減する

単位:mg/kg

>1500

1500
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5

1

凡例

 試験方法は異なるが、土壌汚染対策法の土壌含有量基準（ 150 mg/kg以下）を参考値として比較した
 2024年格子設定調査の最大値（1500 mg/kg）を上回る地点は白抜き赤ハッチングで強調表示した

地点名 N01L2 N01L1 N01 N01R1 N01R2
噴出物 150      170      140      250       200       
リター 620      800      580      610       580       

0-10 cm 130      140      350      320       240       
10-20 cm 180      対象外 59        32         64         
20-30 cm 140      対象外 対象外 対象外 対象外
地点名 N03L2 N03L1 N03 N03R1 N03R2
噴出物 290      - 280      480       430       
リター 350      570      1,200   1,900    570       

0-10 cm 200      99        330      380       220       
10-20 cm 140      240      46        69         240       
20-30 cm 140      対象外 40        35         対象外

地点名 E02L2 E02L1 E02 E02R1 E02R2
噴出物 - - - 310       1,200    
リター 480      590      - 1,500    2,100    

0-10 cm 290      390      940      300       200       
10-20 cm 120      260      280      89         35         
20-30 cm 対象外 130      40        対象外 対象外
地点名 E04L2 E04L1 E04 E04R1 E04R2
噴出物 - - - - 610       
リター 46        81        110      79         220       

0-10 cm 94        91        95        140       270       
10-20 cm 140      66        36        120       180       
20-30 cm 97        37        対象外 68         180       
地点名 E06L2 E06L1 E06 E06R1 E06R2
噴出物 - - - 200       150       
リター 230      590      420      360       550       

0-10 cm 210      230      300      390       140       
10-20 cm 22        120      320      190       85         
20-30 cm 対象外 160      190      98         対象外
地点名 E08L2 E08L1 E08 E08R1 E08R2
噴出物 - - - - -
リター 19        24        34        27         11         

0-10 cm 38        69        63        49         16         
10-20 cm 20        66        29        23         12         
20-30 cm 対象外 対象外 対象外 対象外 対象外

：基地外噴出物回収範囲(2023年)
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 流路N･E結果：砒素溶出量
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D基地
ニ
セ
コ
ア
ン
ベ
ツ

２
号
川

N01
N03

E02 E04 E06
E08

 調査概要と分析結果
 流路中心と流路端部の溶出量の差は不明瞭
 リターの溶出量は噴出物や土壌と比較して高い
 土壌は表層から深部に向けて溶出量が低減する

単位:mg/L

凡例
>0.5

0.50

0.10

0.050

0.010

0.008

0.006

0.004

0.002

0.000

リター
 土壌汚染対策法の土壌溶出量基準（ 0.01 mg/L以下）を適用した
 2024年格子設定調査の最大値（0.48 mg/L）を上回る地点は白抜き赤ハッチングで強調表示した
 リターには一般的な基準はなく、試験方法も異なることから、評価基準は設定しない（色指標から除外）

地点名 N01L2 N01L1 N01 N01R1 N01R2
噴出物 0.093 0.071 0.082 0.23 0.13
リター 66 77 50 49 68

0-10 cm 0.11 0.01 0.14 0.14 0.12
10-20 cm 0.015 対象外 0.003 0.003 0.004
20-30 cm 0.010 対象外 対象外 対象外 対象外
地点名 N03L2 N03L1 N03 N03R1 N03R2
噴出物 0.11 - 0.2 0.055 0.072
リター 63 130 1.2 96 120

0-10 cm 0.45 0.028 0.028 0.007 0.021
10-20 cm 0.075 0.004 0.089 0.008 0.003
20-30 cm 0.017 対象外 0.004 0.006 対象外

地点名 E02L2 E02L1 E02 E02R1 E02R2
噴出物 - - - 0.3 0.39
リター 9.8 7.4 - 11 54

0-10 cm 0.056 0.17 0.12 0.039 0.026
10-20 cm 0.004 0.013 0.025 0.007 0.010
20-30 cm 対象外 0.007 0.006 対象外 対象外
地点名 E04L2 E04L1 E04 E04R1 E04R2
噴出物 - - - - 0.77
リター 5.6 2.6 6.5 3.6 44

0-10 cm 0.022 0.22 0.027 0.15 0.32
10-20 cm 0.14 0.024 0.007 0.014 0.007
20-30 cm 0.023 0.005 対象外 0.004 0.005
地点名 E06L2 E06L1 E06 E06R1 E06R2
噴出物 - - - 0.051 0.027
リター 10 1.7 1.7 1.4 2.1

0-10 cm 0.14 0.011 0.017 0.074 0.016
10-20 cm 0.006 0.11 0.15 0.009 0.003
20-30 cm 対象外 0.08 0.044 0.003 対象外
地点名 E08L2 E08L1 E08 E08R1 E08R2
噴出物 - - - - -
リター 2.2 5.2 8.7 7.3 1.2

0-10 cm 0.018 0.027 0.039 0.35 0.026
10-20 cm 0.006 0.008 0.009 0.006 0.002
20-30 cm 対象外 対象外 対象外 対象外 対象外

：基地外噴出物回収範囲(2023年)



参考資料：環境修復の方法検討
 流路S結果：砒素全含有量
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D基地

S02

S04

S06

S08

S10

S12

S14
S16

S18

 調査概要と分析結果
 流路中心の方が流路端部より全含有量が高い
 噴出物の全含有量はリターや土壌と比較して高い
 土壌は表層から深部に向けて全含有量が低減する

単位:mg/kg

>1500
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凡例

 試験方法は異なるが、土壌汚染対策法の土壌含有量基準（ 150 mg/kg以下）を参考値として比較した
 2024年格子設定調査の最大値（1500 mg/kg）を上回る地点は白抜き赤ハッチングで強調表示した

地点名 S02L2 S02L1 S02 S02R1 S02R2
噴出物 6,700   5,300   1,300   4,000    -
リター 2,500   530      1,500   180       49         

0-10 cm 400      1,500   1,400   520       54         
10-20 cm 140      1,000   570      450       18         
20-30 cm 130      420      840      430       -
地点名 S04L2 S04L1 S04 S04R1 S04R2
噴出物 - 8,900   5,800   25,000 2,900    
リター 270      1,400   2,300   1,900    760       

0-10 cm 63        990      1,700   2,600    10,000 
10-20 cm 54        520      790      1,200    2,900    
20-30 cm 56        290      630      2,300    1,600    
地点名 S06L2 S06L1 S06 S06R1 S06R2
噴出物 - 1,400   - - -
リター 25        240      13        17         13         

0-10 cm 140      1,100   32        32         54         
10-20 cm 240      350      14        14         25         
20-30 cm 90        300      対象外 対象外 対象外
地点名 S08L2 S08L1 S08 S08R1 S08R2
噴出物 - - - - -
リター 42        88        720      790       83         

0-10 cm 53        82        2,500   650       410       
10-20 cm - - - - -
20-30 cm - - - - -

地点名 S10L2 S10L1 S10 S10R1 S10R2
噴出物 - - - - -
リター 6          18        560      37         5           

0-10 cm 20        31        2,700   33         30         
10-20 cm 対象外 対象外 1,100   15         対象外
20-30 cm 対象外 対象外 1,100   対象外 対象外
地点名 S12L2 S12L1 S12 S12R1 S12R2
噴出物 - - 4,300   - -
リター 1,500   270      130      5           32         

0-10 cm 160      820      820      22         11         
10-20 cm 120      660      520      対象外 17         
20-30 cm 93        760      370      対象外 対象外
地点名 S14L2 S14L1 S14 S14R1 S14R2
噴出物 - - - - -
リター 29        290      230      20         4           

0-10 cm 18        280      470      400       21         
10-20 cm 対象外 220      200      540       16         
20-30 cm 対象外 69        92        380       対象外
地点名 S16L2 S16L1 S16 S16R1 S16R2
噴出物 - - - - -
リター 7          4          - 42         3           

0-10 cm 32        18        690      19         14         
10-20 cm 79        13        360      23         11         
20-30 cm 94        12        200      23         対象外
地点名 S18L2 S18L1 S18 S18R1 S18R2
噴出物 - - - - -
リター 8          130      480      97         2           

0-10 cm 24        450      1,000   530       13         
10-20 cm - 410      480      220       11         
20-30 cm - 350      270      - 対象外：基地外噴出物回収範囲(2023年)
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 流路S結果：砒素溶出量
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D基地

S02

S04

S06

S08

S10

S12

S14
S16

S18

 調査概要と分析結果
 流路中心の方が流路端部より溶出量が高い
 リターの溶出量は噴出物や土壌と比較して高い
 土壌は表層から深部に向けて溶出量が低減する

単位:mg/L

凡例

 土壌汚染対策法の土壌溶出量基準（ 0.01 mg/L以下）を適用した
 2024年格子設定調査の最大値（0.48 mg/L）を上回る地点は白抜き赤ハッチングで強調表示した
 リターには一般的な基準はなく、試験方法も異なることから、評価基準は設定しない（色指標から除外）
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リター

地点名 S02L2 S02L1 S02 S02R1 S02R2
噴出物 2.4 5.2 0.34 4.7 -
リター 210 56 210 23 7.6

0-10 cm 0.17 1.2 0.87 0.12 0.02
10-20 cm 0.059 0.65 0.36 0.3 0.006
20-30 cm 0.032 0.2 0.22 0.14 -
地点名 S04L2 S04L1 S04 S04R1 S04R2
噴出物 - 6.9 1.5 4.3 7.8
リター 48 92 140 200 87

0-10 cm 0.032 0.59 1.6 1.2 4
10-20 cm 0.015 0.31 0.25 0.35 0.71
20-30 cm 0.009 0.089 0.12 0.2 0.15
地点名 S06L2 S06L1 S06 S06R1 S06R2
噴出物 - 3.4 - - -
リター 5.7 86 1.3 6 1.1

0-10 cm 0.21 0.75 0.014 0.014 2.2
10-20 cm 0.025 0.022 0.008 0.005 0.007
20-30 cm 0.002 0.009 対象外 対象外 対象外
地点名 S08L2 S08L1 S08 S08R1 S08R2
噴出物 - - - - -
リター 12 13 180 66 15

0-10 cm 0.088 0.073 0.85 0.31 0.18
10-20 cm - - - - -
20-30 cm - - - - -

地点名 S10L2 S10L1 S10 S10R1 S10R2
噴出物 - - - - -
リター 1 3.1 77 10 1.2

0-10 cm 0.004 0.010 0.89 0.047 0.009
10-20 cm 対象外 対象外 0.18 0.006 対象外
20-30 cm 対象外 対象外 0.07 対象外 対象外
地点名 S12L2 S12L1 S12 S12R1 S12R2
噴出物 - - 6.8 - -
リター 190 56 67 0.37 0.39

0-10 cm 0.14 1.1 0.14 0.010 0.012
10-20 cm 0.014 0.21 0.061 対象外 0.005
20-30 cm 0.009 0.15 0.022 対象外 対象外
地点名 S14L2 S14L1 S14 S14R1 S14R2
噴出物 - - - - -
リター 8.4 81 61 6.5 1.6

0-10 cm 0.010 0.084 0.35 0.73 0.033
10-20 cm 対象外 0.08 0.095 0.097 0.008
20-30 cm 対象外 0.011 0.029 0.021 対象外
地点名 S16L2 S16L1 S16 S16R1 S16R2
噴出物 - - - - -
リター 0.9 1.4 - 12 0.45

0-10 cm 0.017 0.043 0.19 0.079 0.013
10-20 cm 0.016 0.011 0.29 0.038 0.006
20-30 cm 0.007 0.004 0.13 0.009 対象外
地点名 S18L2 S18L1 S18 S18R1 S18R2
噴出物 - - - - -
リター 1.3 20 33 18 0.38

0-10 cm 0.057 0.95 0.8 0.68 0.036
10-20 cm - 0.36 0.29 0.11 0.005
20-30 cm - 0.064 0.14 - 対象外：基地外噴出物回収範囲(2023年)
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 流路沿い調査：採取試料_S10
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地点名 S10L2 S10L1 S10 S10R1 S10R2
噴出物 - - - - -
リター 1 3.1 77 10 1.2

0-10 cm 0.004 0.010 0.89 0.047 0.009
10-20 cm 対象外 対象外 0.18 0.006 対象外
20-30 cm 対象外 対象外 0.07 対象外 対象外

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地点名 S10L2 S10L1 S10 S10R1 S10R2
噴出物 - - - - -
リター 6          18        560      37         5           

0-10 cm 20        31        2,700   33         30         
10-20 cm 対象外 対象外 1,100   15         対象外
20-30 cm 対象外 対象外 1,100   対象外 対象外

   
                                   

                                     
                            
                     

                                        
                                     
                             
                        

                                        
                                         
                                         
                                

                                          
                                  
                             
             

 有機物の混入量が多いと、砒素の全含有量・溶出量が多い傾向
 「粘土混じりシルト」よりも「腐植土質シルト」の方が 砒素の全含有量・溶出量が多い傾向
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 流路沿い調査：採取試料_E02
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地点名 E02L2 E02L1 E02 E02R1 E02R2
噴出物 - - - 310       1,200    
リター 480      590      - 1,500    2,100    

0-10 cm 290      390      940      300       200       
10-20 cm 120      260      280      89         35         
20-30 cm 対象外 130      40        対象外 対象外
地点名 E0 L2 E0 L E0 E0 R E0 R2

       
                                      

                                       
                                     
                                 

              
                                

                                 
                                     
                      

                                          
                                           
                                           
 

地点名 E02L2 E02L1 E02 E02R1 E02R2
噴出物 - - - 0.3 0.39
リター 9.8 7.4 - 11 54

0-10 cm 0.056 0.17 0.12 0.039 0.026
10-20 cm 0.004 0.013 0.025 0.007 0.010
20-30 cm 対象外 0.007 0.006 対象外 対象外

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 有機物の混入量が多いと、砒素の全含有量・溶出量が多い傾向
 「粘土混じりシルト」よりも「腐植土質シルト」の方が 砒素の全含有量・溶出量が多い傾向



参考資料：環境修復の方法検討
 掘削除去範囲のイメージ：流路沿いS02～S18

20

D基地

■  掘削範囲
ー  端部確定
‐-- 端部未確定

地形図出典：国土地理院

20m

掘削除去範囲のイメージ



参考資料：環境修復の方法検討
 掘削除去範囲のイメージ：流路沿いN01～N03、E02～E08

21

D基地

■  掘削範囲
ー  端部確定
‐-- 端部未確定

地形図出典：国土地理院

20m

掘削除去範囲のイメージ



参考資料：環境修復の方法検討 22

 全含有量と土壌含有量の相関関係
 対応内容
 対象試料選定
• 2024年格子設定調査の土壌0-10cmでの全含有量分布から、相対
的に高い数値を示す噴出井戸周辺の試料を対象とした

 試験結果の比較
• 選定地点の全含有量と土壌含有量（環告19号）の値の相関を取っ
て比較した

 分析結果概要
 土壌含有量は、既往試験を行った全含有量と強い正の相関があり、
全含有量の約3分の2であることが確認された

試験種別 土対法含有量

基準値 150 150

03 - 09 土壌0-10cm 17 15未満

03 - 10 土壌0-10cm 88 45

03 - 11 土壌0-10cm 190 100

土壌10-20cm 120 43

03 - 12 土壌0-10cm 440 220

土壌10-20cm 380 160

土壌20-30cm 210 88

03 - 13 土壌0-10cm 230 170

土壌10-20cm 100 36

03 - 14 土壌0-10cm 110 69

03 - 15 土壌0-10cm 110 62

04 - 09 土壌0-10cm 23 15未満

04 - 13 土壌0-10cm 840 550

土壌10-20cm 210 98

土壌20-30cm 62 15未満

04 - 14 土壌0-10cm 330 190

土壌10-20cm 48 19

04 - 15 土壌0-10cm 120 52

05 - 09 土壌0-10cm 19 15未満

05 - 10 土壌0-10cm 17 15未満

05 - 11 土壌0-10cm 41 15

05 - 12 土壌0-10cm 160 77

土壌10-20cm 81 30

05 - 13 土壌0-10cm 360 230

土壌10-20cm 75 28

05 - 14 土壌0-10cm 170 73

土壌10-20cm 62 15

05 - 15 土壌0-10cm 78 19

深度方向

深度方向

深度方向

深度方向

深度方向

深度方向

深度方向

項目

深度方向

深度方向

深度方向

砒素

（mg/kg）

砒素

（mg/kg）地点No.

壌全含有量試

土対法基準

y = 0.6389x - 22.112
R² = 0.9655

0

100

200

300

400

500

600

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

土
対
法
含
有
量

[m
g/

kg
]

全含有量[mg/kg]

土壌分析：全含有量と土対法含有量

全含有量試験 含有量試験（環告19号）
試料を硝酸と塩酸によって完全に融解させた状態から重金
属等の濃度を測定する。
可溶性等を考慮しない純粋な含有量を把握するために実施
される。

人の直接摂取を想定した試験法であり、胃酸相当の塩酸で
溶出させた濃度を測定する。
酸で溶出しない成分は含まれないため、原理的に全含有量
よりも低い値となる。



参考資料：環境修復の方法検討
 環境修復の具体的方法

23

※中⼩事業者のための⼟壌汚染対策ガイドライン〜⼟壌汚染対策を円滑に進めるために〜、東京都環境局

 土壌調査結果に基づき、汚染状況に応じた環境修復の方法を検討する
 環境修復の方法は、土壌汚染対策法ガイドライン※を参考に、現地状況も加味して検討する

第6回委員会審議資料より再掲



参考資料：環境修復の方法検討
 環境修復の具体的方法

24

 土壌調査結果に基づき、汚染状況に応じた環境修復の方法を検討する
 環境修復の方法は、土壌汚染対策法ガイドライン※を参考に、現地状況も加味して検討する

※中⼩事業者のための⼟壌汚染対策ガイドライン〜⼟壌汚染対策を円滑に進めるために〜、東京都環境局 を修正

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：環境修復の方法検討
 国定公園内における行為の規制

25

※国定公園及び道立自然公園に関する北海道のホームページより

【海岸公園地区】
ニセコ積丹小樽海岸国定公園

樹木の伐採や土壌掘削

形質の変更

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：環境修復の方法検討
 国定公園内における行為の規制

26

※国定公園及び道立自然公園に関する北海道のホームページより

植物の刈り取りなど

重機の乗り入れなど

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：事業者モニタリング結果
 ドローン空撮オルソ画像（2023年）

27

注：本頁の調査測定は、すべて事業者が実施したものである

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：事業者モニタリング結果
 ドローン空撮オルソ画像（2024年）

28

注：本頁の調査測定は、すべて事業者が実施したものである

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：事業者モニタリング結果
 ドローン空撮オルソ画像（2025年）
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注：本頁の調査測定は、すべて事業者が実施したものである

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：事業者モニタリング結果
 ドローン空撮定点写真

30

注：本頁の調査測定は、すべて事業者が実施したものである

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：事業者モニタリング結果
 ドローン空撮定点写真①

31

注：本頁の調査測定は、すべて事業者が実施したものである

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：事業者モニタリング結果
 ドローン空撮定点写真①

32

注：本頁の調査測定は、すべて事業者が実施したものである

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：事業者モニタリング結果
 ドローン空撮定点写真②

33

注：本頁の調査測定は、すべて事業者が実施したものである

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：事業者モニタリング結果
 ドローン空撮定点写真②

34

注：本頁の調査測定は、すべて事業者が実施したものである

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：事業者モニタリング結果
 ドローン空撮定点写真③

35

注：本頁の調査測定は、すべて事業者が実施したものである

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：事業者モニタリング結果
 ドローン空撮定点写真③

36

注：本頁の調査測定は、すべて事業者が実施したものである

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：事業者モニタリング結果
 ドローン空撮変色範囲（2023）

37

注：本頁の調査測定は、すべて事業者が実施したものである

第6回委員会参考資料より再掲



参考資料：事業者モニタリング結果
 ドローン空撮変色範囲（2024-2025）

38

2024/7/4

注：本頁の調査測定は、すべて事業者が実施したものである

2024/9/4

2025/7/1 2025/9/3

第6回委員会参考資料より再掲
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